
 1 

資料．２０１０年度実施報告 
 
「青少年のための科学の祭典－２０１０おもしろ科学まつり－和歌山大会」実施報告 
 
（１）概要	 

	 2010 年 12 月 18 日（土）と 19 日（日）に，和歌山大学のキャンパスで実施した．大学

で行ったのは初めてである．来場者数は，2 日間で約 1,300 人であった。また，今年度の

大会は，和歌山大学学生自主創造科学センター主催の「和歌山大学公開体験学習会」と同

時開催として行った。	 

	 広い会場を利用した出展内容として，ペットボトルロケットを飛ばす実験や，ロケット

エンジンの燃焼実験，成層圏バルーンの展示と実演，ソーラーカーの試走が行われた。ま

た，大学の実験器具を利用することも容易であったため，実習用の顕微鏡を大量に利用し

た生物観察のブースもあった。これらは，大学のキャンパスを利用したために行うことが

できたといえる。	 

	 一方で，大学のキャンパスを利用したことによって，来場者が例年よりも大幅に減少す

るということにもなった。公共交通での来場をお願いしたためであろう。ただその代わり

に，出展者の皆様にはじっくりと説明していただき，来場者の方には並ばずに多くのブー

スを回っていただくことができた。	 

	 和歌山大学のキャンパスを利用することは，良い面とそうでない面の両方がある。運営

において，かなりの工夫が必要である。	 

 

	 	 
(a)	 顕微鏡による生物の観察	 	 	 	 	 	 (b)ハイブリッドロケットエンジンの燃焼実験	 

	 

	 	 
(c)	 発電と蓄電の実験	 	 	 	 	 	 	 	 (d)	 イヤホンを作っているところ	 

図１	 会場の様子 
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（２）経過	 

２０１０年 
	 ５月３１日	 第１回実行委員会（開催日、会場を決定） 
	 ６月１８日	 中等理科教育法Ｂ	 ガイダンス	 受講生	 ２７名（５班） 
	 ７月１２日	 第２回実行委員会 
	 ９月	 ３日	 出展募集締め切り 
	 ９月１６日	 第３回実行委員会 
１０月１２日	 ガイドブック原稿締め切り 
１０月２０日	 第４回実行委員会 
１１月１９日	 第５回実行委員会 
１１月２６日	 チラシ（60,000枚）、ポスター（800枚）完成 
	 ～	 	 	 	 	 チラシ、ポスターを学校等に配布依頼 
１２月	 ６日	 ガイドブック（3,000部）完成 
	 ～	 	 	 	 	 協賛団体、後援団体、共催団体にガイドブック・ポスターを送付 
	 ～	 	 	 	 	 カイドブック、ポスターを報道機関へ送付、報道依頼 
１２月１１日	 第６回実行委員会、出展者打合せ会 
１２月１７日	 会場設営 
１２月１８日	 大会１日目、開会式	 （公開体験学習会も開催） 
１２月１９日	 大会２日目 
 
（３）実施詳細	 

◎名称	 青少年のための科学の祭典‐‐２０１０おもしろ科学まつり‐‐和歌山大会	 

◎日時	 ２０１０年１２月１８日（土）１２：３０～１６：００	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １９日（日）	 ９：３０～１６：００	 

◎場所	 和歌山大学（基礎教育棟、経済学部棟ほか）	 

◎主催	 「青少年のための科学の祭典・和歌山大会」実行委員会、財団法人雑賀技術研究	 

所、日本物理教育学会近畿支部、（財）日本科学技術振興財団・科学技術館	 

◎共催	 和歌山大学学生自主創造科学センター，和歌山県教育委員会，和歌山市教育委員

会，和歌山県科学教育研究会，和歌山市小学校理科教育研究会，和歌山市中学校理科教

育研究会，和歌山県高等学校教育研究会理科部会	 

◎協賛	 	 電気事業連合会，啓林館，株式会社島精機製作所，株式会社オークワ，フォル

テワジマ（和島興産株式会社），株式会社 NTT ファシリティーズ，コニカミノルタプラ

ネタリウム株式会社，竹内化学株式会社，有限会社和歌山教具，有限会社みしま教材，

株式会社ウエノ教材，和歌山大学消費生活協同組合，クインライト電子精工株式会社，

下代組機工，株式会社アーツテックラボ，スペースインターネット株式会社，株式会社

マルセ工機，阪和電子工業株式会社，ケイ・エー商会，西本工機株式会社，柏木鉄工株

式会社，オムロン関西制御機器株式会社	 

◎後援	 	 文部科学省，和歌山大学教育学部，和歌山大学観光学部,和歌山商工会議所，社

団法人発明協会和歌山県支部,株式会社テレビ和歌山，株式会社和歌山放送，朝日新聞

和歌山総局，毎日新聞和歌山支局，読売新聞和歌山支局，産経新聞，ニュース和歌山株

式会社，株式会社和歌山リビング新聞社，わかやま新報，全国科学館連携協議会，全国

科学博物館協議会，NHK，日本物理教育学会，日本生物教育学会，日本地学教育学会，

日本理科教育協会，日本基礎化学教育学会，日本科学教育学会，日本理科教育学会，日

本地質学会，日本生物物理学会，（社）日本物理学会，（社）応用物理学会，（社）日本

化学会，（社）日本機械学会，（社）日本アイソトープ協会，（社）日本理科教育振興協

会，（財）日本私学教育研究所，（社）日本植物学会，（社）日本動物学会，（社）日本工



 3 

学会，（社）日本天文学会，（社）電気学会	 

◎出展数	 ４５ブース	 

	 形態	 	 	 演示４１（うち屋外４）、中学生向け科学教室３、ロボット教室１	 

	 出展母体	 中学校１、高等学校１５、大学１５、中高大の混成チーム１、企業１、	 

	 	 	 	 	 科学クラブ等１２	 

◎参加者数 
	 	 12 月 18 日	 12 月 19 日	 計	 

来場者数	 451	 789	 1,240	 

実行委員、出展者、	 

アルバイト学生数	 
270	 306	 576	 

計	 721	 1,095	 1,816	 

◎その他	 

	 ○和歌山大学教育学部フレンドシップ事業「中等理科教育法 B」および和歌山大学にお

ける基礎教養科目「自主創造体験演習」の一環として実施	 

	 ○「和歌山大学公開体験学習会」も同時開催（１８日のみ）	 

 
（３）広報 
◎製作物 
実験解説集：Ｂ５版／表紙	 ４色刷り、本文１色／６４ページ／	 3,000部 
ポスター	 ：Ａ３版、多色	 	 800枚 
チラシ	 	 ：Ａ４版、表・裏とも一色、60,000枚 
会場案内図：Ａ４版、表・裏とも一色、4,000枚 
◎広報活動 
チラシ： 
○小中学校 
橋本市~有田市までの全校に５０枚ずつ配布 
（ただし和歌山市、海南市、紀の川市、岩出市、海草郡は全生徒数を配布） 
・大阪府は、阪南市と岬町の全校に５０枚ずつ配布 
○高等学校 
橋本市~御坊市までの高校に、５０枚ずつ配布。 
（発送業務は、大学情報センターに依頼。） 
 
ポスター：上記の小中高校に配布、教育委員会を通じて掲示を依頼。 
インターネット：ホームページを開設。 
マスコミ関係：①	 和歌山大学広報室を通してプレスリリース配信。 
   ②  主だった新聞社、テレビ局、ラジオ局に資料を郵送して報道依頼 
◎報道 
・広報かいなん１１月号	 

・県民の友１２月号	 

・市報わかやま１２月号	 

・リビング和歌山（１２月４日）	 

・ニュース和歌山（１２月１１日）	 

・産経新聞（１２月１７日、１２月１９日）	 

朝日新聞（１２月１９日）	 

毎日新聞（１２月１９日）	 

読売新聞（１２月１９日）	 
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（４）出展一覧 



 5 

 
（５）来場者アンケート	 
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7.面白かったテーマは何ですか    

       

 ブース番号 12 月 18 日 12 月 19 日 合計 割合 順位 

 R01 5 15 20 4% 6 
 K01 0 7 7 1%   

 K02 2 3 5 1%   

 K03 0 1 1 0%   

 A01 1 4 5 1%   

 A02 0 16 16 3% 9 

 A03 1 0 1 0%   

 A04 3 4 7 1%   

 A05 2 4 6 1%   

 A06 0 3 3 1%   

 A07 6 41 47 9% 2 

 A08 3 14 17 3% 8 

 A09 3 6 9 2%   

 A10 1 1 2 0%   

 A11 0 3 3 1%   

 A12 2 10 12 2%   

 A13 11 40 51 10% 1 

 A14 0 7 7 1%   

 A15 0 2 2 0%   

 A16 0 15 15 3% 11 

 A17 2 5 7 1%   

 A18 2 6 8 2%   

 A19 1 3 4 1%   

 B01 4 17 21 4%   

 B02 2 21 23 5% 5 

 B03 0 2 2 0%   

 B04 2 5 7 1%   

 B05 1 8 9 2%   

 B06 6 37 43 9% 3 

 B07 0 8 8 2%   

 B08 0 3 3 1%   

 B09 2 5 7 1%   

 B10 0 5 5 1%   

 B11 0 4 4 1%   

 B12 0 2 2 0%   

 B13 0 0 0 0%   

 B14 0 7 7 1%   

 B15 0 5 5 1%   

 C01 3 15 18 4% 7 

 C02 3 32 35 7% 4 

 C03 1 15 16 3% 9 

 C04 3 8 11 2%   

 C05 0 6 6 1%   

 C06 0 4 4 1%   

 C07 2 8 10 2%   

 C08 0 1 1 0%   

 合計 74 428 502 100%   

   複数回答可 複数回答可 複数回答

可 

  

	 

質問．１０	 その他、気づかれたことがありましたらお書き下さい	 
・ １２月の年末じゃなく、もっと秋の間に開催して
欲しいです。	 

・ インフルエンザ対策にもっと気を配ってほしい	 
・ 出展されていたけれど、冬の七夕が１５：００過
ぎに終了してしまったので、見学できず、残念だ
った。次回は見学したいです！！	 

・ 前々年度の開催は、１１月中、マリーナシティで
あったので行き易かったけれど、今年度は年末と
なった上に、和大と遠く、交通の便が悪かったの
で、また、マリーナシティで１１月中の開催を望

みます。	 
・ 駐車場が最悪	 大学でするのなら駐車を考えて
欲しい	 ビッグ愛かマリーナでした方がいい	 

・ 駐車場の無い会場での開催はいかがなものかと
思います。駐車場を離れた場所に確保したのであ
れば、シャトルバスの運行が必要だと思います。
内容がマンネリでおもしろくない。	 

・ パンフレットをよく読めば分かるのですがもう
すこし、各コースの場所がわかりやすいとありが
たかったです。説明頂いた学生さん達は一生懸命
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して下さったので子供も楽しく過ごせました。	 
・ プログラミング教室の充実をお願いします。（小
学生）	 

・ 身近な興味のもてる内容なので、とてもおもしろ
かったです。小２の子供にはちょっとむずかしか
ったところも多かったかな。中学生や高校生のお
兄さん、お姉さんがとても親切に説明してくれた
のがよかったです。ただ、空気鉄ぽうの担当の楠
さんとちがう方の人が最悪でした。子供相手に大
きなおこったような口調で言っていて、子供がも
たもたして出来ないことに対して怒っていたの
で、子供は泣き出してしまいました。大人の教育
もしっかりしてもらいたいです。このような子供
向けの企画にはふさわしくない人材です。	 

・ もう少し分かりやすくした方がいいかな	 
・ 催しそのものはとっても楽しかったのですが、中
学生やロボット教室の予約がうまくいかなかっ
たり、車の乗り入れがよくわからなかったり、レ
ストランがうまく回ってなかったりと、少し残念
な所がありました。特に、車は送迎もダメとなっ
ていたのにみなさん車でこられてて、ちょっと嫌
でした。	 

・ よびこみもっとがんばれ！！	 
・ レストランのいすがきたない	 
・ ロボットのイベントが同時にありました。両方に
参加したいときに悩みました。	 駐車場が必要	 

・ ロボットを動かそうに予約出来なくて残念でし
た。もう少し枠を広げて下さい。	 

・ わからない所があった	 
・ 一般車の止められる駐車場が必要	 
・ 会場が分散していたのでまわりにくかった。去年
はまわりやすかったです。	 

・ 会場案内図がわかりにくい。参加者（特に中高生）
が少ない。	 

・ 学生さんなのでまだ呼び込みとか実験の流れの
説明とかがまだまだかな。駐車場の案内で大きな
声で誘導していた男性の学生さん？が良かった。	 

・ 交通に不便	 
・ 交通に便利な所	 
・ 昨年のようにビッグホエールでして欲しいです	 
・ 子供がいるので駐車場がほしい。	 
・ 子供だけでの実験、少し危険を感じた	 
・ 子供のためなのに、駐車場ないのは、おかしい。	 
・ 次回実験する時間、行動スケジュールを書いてほ
しい	 

・ 小学校へのパンフレットなどのお知らせが今年
なかったので、県内の小学校へこの催しのお知ら
せを配布して下さい。	 

・ 少し難しかったです	 
・ 食堂が時間かかり過ぎ	 
・ 駐車場があまりにも遠い。体の不自由な人への配
慮が不足	 

・ 駐車場がいる	 雨の日はたいへん	 けどおもし
ろい	 

・ 駐車場がいる。	 
・ 駐車場がない、時間が短い(せめて１７時まで,朝
から実施してほしい)	 

・ 駐車場がないので、子供を連れて来れない！！	 
・ 駐車場がほしい	 
・ 駐車場がほしいです。	 
・ 駐車場が遠い	 
・ 駐車場が遠い	 ①シャトルバス	 ②大学の駐車
場希望です	 

・ 駐車場が遠かった。部屋の暖房ききすぎ	 
・ 駐車場が近くの方が良い	 
・ 駐車場のある所でしてほしい	 

・ 駐車場をもっと近くに	 
・ 駐車場を近くに	 
・ 駐車場必ず	 
・ ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝	 
・ あちこちの科学イベントに参加していますが、和
歌山科学まつりが一番楽しいです。	 

・ ありがとうございました	 
・ おもしろかった。楽しかった。勉強になった。	 
・ おもしろかったです	 
・ 学生スタッフの方々が皆さんとても親切ですば
らしかったです。息子がとても興味ある世界で時
間を忘れ熱心にあれこれ体験させて頂きました。
また来年も参加したいです。	 

・ ご苦労様でした。来年もよろしくお願いします。	 
・ とてもおもしろかった	 
・ とても一生懸命、説明していただいてよくわかり
ました。ありがとうございました。	 

・ みなさん親切でした。	 
・ みなさん丁寧に教えて頂いたり、子供と一緒に楽
しめました。	 

・ もっとやりたかった	 
・ ゆったりと見学できました。	 
・ 学生さんが一生懸命説明してくれてとても勉強
になりました。	 

・ 学生さんや高校生が生き生きしていること	 
・ 学生さん達がやさしく接してくれて、とてもうれ
しかったです。これからも夢にむかって頑張って
下さい。	 

・ 学生さん中心の運営に好感を感じました。	 
・ 学生の声掛けがとても良かった。生協食堂の開放
が良かった。	 

・ 楽しかった	 
・ 簡単な道具で音をだしたり色をだしたり、科学的
な要素が生かされている	 

・ 頑張って下さい！	 
・ 帰りたくないと、なかなか帰りませんでした。和
大は広くてとても気持ちよかったです。	 

・ 公開体験と共催だったのが良かった	 
・ 広くてよかった	 
・ 校内がとても広かった。	 
・ 高校生とかが活動していて良かった	 
・ 高校生も頑張ってました	 
・ 最初はそれほど見るところもないかなと思った
が、体験ブースをはじめ、かなり最終的には楽し
めました。	 

・ 子供たちがすごく喜んでいて良かった。案内一覧
を各学部棟の前にわかりやすく付けて欲しい。	 

・ 自分で作れて、とてもおもしろかったです	 
・ 小１、小５の子供でも、とても興味をもって参加
できました。大変勉強になりました。来年も、も
しあれば絶対来たいです♡	 

・ 色々なイベントがあった	 
・ 食堂が良かったです。	 
・ 体験型のがおもしろい	 
・ 茶道部楽しかったです。	 
・ 中学生・高校生がやっているのが良かったです	 
・ 毎年楽しみにしています。ぜひ今後も長く取り組
んでください。ありがとうございました。	 

・ 毎年大変楽しみにしているので、ぜひ来年も続け
てください。和大の食堂も開いていたので、昼食
も食べることができてよかったです。	 

・ 来年も開催して下さい。	 
・ 和歌山大学でまたしてほしいです。近いので子供
をつれてきやすいので




